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助成金情報 日常的な活動で連携している団体
締切り　平成30年3月31日（土）
●問　●申　【中央助成】日本労働組合総連合会

連帯活動局
　　　　TEL 03-5295-0513
　　　　【地域助成】申請団体・組織が所在・

活動する地方連合会まで
U R L　https://www.jtuc-rengo.or.jp/

大阪帝塚山ロータリークラブ
2018年度社会奉仕基金助成金
社会奉仕活動プロジェクトを応援します。
対　象　大阪、京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀

県内で社会奉仕活動をしており、本
助成を過去4年以内（平成26年6月
以降）に受けたことのない団体

助成額　1団体上限40万円（合計3団体）
締切り　平成30年4月30日（月・祝）
●問　●申　大阪帝塚山ロータリークラブ　※問

い合わせはメールのみで受け付け
　　　　（osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
U R L　http://osaka-tezukayama-rc.
　　　　cocolog-nifty.com/

公益財団法人社会貢献支援財団
社会貢献者表彰推薦募集
人々や社会のために貢献された方を①社会貢
献の功績②人命救助の功績③その他の功績
の3つに分けて表彰します。
応募方法　下記ホームページの送信フォームま

たは郵送で推薦書を送付　　　　
※候補者には、年齢・職業・性別・信
条などの制限はありません

締切り　平成30年5月1日（火）必着
●問　●申　公益財団法人社会貢献支援財団
　　　　TEL 03-3502-0910
U R L　http://www.fesco.or.jp/

福祉用具フェスティバル2018
～移動支援機器～
日　程　平成30年3月9日（金）12:00～16:00、

3月10日（土）10:00～15:30
会　場　総合リハビリテーションセンター　

福祉のまちづくり研究所
参加費　無料
●問　　　　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団

福祉のまちづくり研究所
　　　　TEL 078-927-2727

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人木口福祉財団
平成30年度地域福祉振興助成
市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、や
さしく明るく住みやすい地域社会の創造に資
することを目的に、障害者を支援する福祉活動
への助成を行います。
対　象　障害者を支援する福祉活動、ボラン

ティア活動に取り組む団体で平成
29年度に同財団の助成を受けてい
ない団体

助成額　1件上限100万円　※助成対象費用
の80%以内（総額4,500万円の予定）

締切り　平成30年3月13日（火）必着
●問　●申　公益財団法人木口福祉財団
　　　　TEL 0797-21-5150
U R L　http://kiguchi.or.jp/

社会福祉法人NHK厚生文化事業団
第30回「わかば基金」
次の3つの方法でボランティアグループやNPO
の活動を応援します。①支援金部門②リサイク
ルパソコン部門③災害復興支援部門
対　象　地域に根ざした福祉活動を行ってい

るグループ、任意のボランティアグ
ループまたはNPO法人

助成額　①1グループ上限100万円（10グ
ループほどを予定）　　　　　　　
②1グループ上限3台（総数50台ほ
どを予定）　　　　　　　　　　　
③1グループ上限100万円（5グルー
プほどを予定）

締切り　平成30年3月30日（金）必着
●問　●申　 NHK厚生文化事業団
　　　　TEL 03-3476-5955
U R L　https://www.npwo.or.jp/

日本労働組合総連合会
連合・愛のカンパ
NGO・NPO団体などの事業・プログラムへの
支援、および自然災害などによる被災者に対す
る救援・支援を目的に助成を行います。
対　象　【中央助成】連合の構成組織の推薦

があり、国内外で救援・支援活動に
取り組んでいるNGO・NPO団体　
【地域助成】地方連合会の推薦があ
り、連合組合員およびその家族、ある
いは退職者が、積極的に運営に参加
している団体、または地方連合会が

4月

ひょうごボランタリー基金助成
事業報告会・ひょうごボランタ
リー地域づくりネットワーク会議
◆クリスタルホール
介護支援専門員施設職員版研
修（Ａコース）　　　　　　　　
◆神戸ファッションマート
地域福祉政策研究会（第４回）
◆県福祉センター
「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーン推進協議会幹事会
◆県福祉センター
第３回若年性認知症支援担当
者研修　　　　　　　　　　
◆県福祉センター
地域とともに進める生活支援全
県フォーラム　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館
第２回福祉の就職総合フェア
ｉｎ ＨＹＯＧＯ　　　　　　　
◆神戸国際展示場２号館
災害福祉支援フォーラム　　　
◆クリスタルホール
第６回ひょうご中間支援団体
ネットワーク意見交換会　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
介護支援専門員施設職員版研
修（Ｂコース）　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館
県社協 第２５２回理事会　 　
◆県福祉センター
第２回ひょうごボランタリープラ
ザ運営協議会　　　　　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
福祉のオシゴトはじめてガイダ
ンス　　　　　　　　　　　
◆ハローワーク神戸
県社協 第１９３回評議員会　 　　　
◆県福祉センター
介護支援専門員更新研修Ｂ・再
研修　　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
介護支援専門員 専門研修課程
Ⅰ・研修研修Ａ（前期）　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
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「ストップ・ザ・無縁社会」広がれ！全県キャンペーン

P8 みんなでつくるひょうごの福祉
民生委員制度創設100周年・
児童委員制度創設70周年記念
兵庫県民生委員児童委員大会
を開催

私の物語
日本の質の高い介護にあこがれて
ステファニ ディアナ シウィナンティさん（宝塚市）

3
No.805

2018

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成30年3月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：吉本 知之　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●
ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
 第
805号

　
●
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
 兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
651-0062　

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
2丁
目
1番
1号
　
TEL 078（

242）4633　
FAX 078（

242）4153
平
成
30年

3月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
定
価
150円

　
昭
和
27年

4月
7日
第
３
種
郵
便
物
承
認
　
●
発
行
人
　
吉
本
 知
之
　
●
編
集
人
　
隅
田
  昇
次
　
●
U
RL　

w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/



SPECIAL EDITION SPECIAL EDITION  特集

　
法
施
行
後
3
年
時
点
で
の
制
度
見
直

し
を
見
据
え
設
置
さ
れ
た「
社
会
保
障
審

議
会 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活

保
護
部
会
」が
昨
年
12
月
に
ま
と
め
た
報

告
書
で
は
、法
施
行
後
の
2
年
間
で
、新

規
相
談
者
が
約
45
万
人
、継
続
的
な
支
援

を
行
っ
た
人
は
約
12
万
人
、就
労・増
収
し

た
人
が
約
6
万
人
と
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、支
援
期
間
1
年
間
で
意
欲
や
社
会
参

加
等
、家
計
の
状
況
、就
労
の
状
況
の
い

ず
れ
か
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
人
が
7

割
に
上
る
な
ど
、着
実
な
効
果
が
現
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、報
告
書
で
は
新
規
相
談
者
全
体

の
約
6
割
が
男
性
で
あ
り
、特
に
40
〜
50

代
の
就
労
し
て
い
な
い
男
性
が
全
体
の
約

2
割
と
さ
れ
た
が
、こ
の
状
況
は
、本
制

度
の
発
足
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

の
場
等
に
お
い
て
見
ら
れ
て
い
た
傾
向
と

一致
し
て
い
る
。

　
加
え
て
65
歳
以
上
の
人
が
全
体
の
約

2
割
、子
ど
も
の
い
る
50
代
以
下
の
相
談

者
が
全
体
の
3
割
を
占
め
て
い
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
支
援
に
つ
な
が
っ
て
こ
な
か
っ

た
生
活
困
窮
者
の
実
像
も
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
灘
で
は
、8
つ
あ
る一般

職
業
相
談
窓
口
の
う
ち
2
つ
を「
生
涯
現

役
支
援
窓
口
」と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
の
窓
口
で
は
、特
に
高
齢
者
の
採
用

に
意
欲
的
な
企
業
を
中
心
に
求
人
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
は
雇
用

保
険
の
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
手
続

き
や
、無
料
技
能
講
習
の
紹
介
、ま
た
履

歴
書
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
、高
齢
の
求
職
者
に
必
要

な
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
向
け
の
求
人
の
中
で
多
い
業

種
は「
警
備
員
」、「
清
掃
員
」な
ど
で
、

企
業
側
も
定
年
後
の
再
就
労
を
希
望
し

て
い
る
方
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る
と

い
う
。

　
こ
れ
ら
の
業
種

は
必
ず
し
も
高

齢
者
の
職
業
経

験
や
経
歴
を
生

か
せ
る
も
の
と
は

限
ら
な
い
が
、不

慣
れ
な
仕
事
に

対
す
る
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、

雇
用
対
策
を
推

進
す
る
兵
庫
労

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、社
会

や
経
済
状
況
の
変
化
の
中
で
、経
済
的
に

困
窮
す
る
人
や
社
会
的
に
孤
立
し
た
状

態
に
陥
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
支
援
等

に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
増

加
を
受
け
、こ
れ
ら
生
活
困
窮
者
の
社
会

参
加
と
就
労
を
通
じ
て
生
活
向
上
を
図

る
こ
と
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
創

設
さ
れ
た（
図
1
）。

生活困窮者自立支援制度
施行から３年
制度改正と支援の現状

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
の
現
状

子
ど
も
へ
の
支
援

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
社
会
的
な

関
心
が
高
ま
る
中
、「
子
ど
も
の
学
習
支

援
事
業
」の
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
お

り
、全
国
で
は
平
成
29
年
度
に
5
0
4

の
自
治
体（
56
％
）で
実
施
さ
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、県
内
で
の
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
は
11
の
自
治
体（
37
％
）の
実

施
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、取
り
組
み
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、こ
の
学
習
支
援
事
業
を
は
じ

め
、大
学
に
進
学
す
る
生
活
保
護
世
帯

の
子
ど
も
へ
の
一
時
金
の
支
給
や
、日
本

学
生
支
援
機
構
等
に
お
け
る
給
付
型
奨

学
金
の
拡
充
な
ど
に
よ
っ
て
、子
ど
も
の

進
学
支
援
の
取
り
組
み
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。さ
ら
に
学
習
支
援
事
業
に
は
、生

活
習
慣
や
環
境
の
向
上
、相
互
の
交
流

等
に
よ
る
孤
立
防
止
な
ど「
居
場
所
」と

し
て
の
取
り
組
み
に
よ
り
中
退
等
を
防

止
す
る「
在
学
」支
援
の
機
能
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
へ
の
支
援

　
法
施
行
以
前
に
実
施
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
の
自
立
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
等
に

お
い
て
、支
援
の
主
な
対
象
者
像
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、「
40
〜
50
代

の
失
業
し
た
男
性
」と
い
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。法
の
施
行
後
、実
際
に
そ
の
よ

う
な
相
談
者
が
多
く
を
占
め
て
い
る
一

方
で
、高
齢
の
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

が
求
め
ら
れ
る
実
態
も
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
支
援

を
十
分
に
は
想
定
で
き
て
い
な
い
。

　
実
際
、生
活
困
窮
者
へ
の
家
賃
補
助

制
度
で
あ
る
住
居
確
保
給
付
金
や
就
労

準
備
支
援
事
業
に
お
い
て
、そ
の
対
象

と
な
る
の
は
65
歳
未
満
の
者
と
い
う
年

齢
要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、65
歳
を

超
え
る
者
は
支
援
の
対
象
か
ら
外
れ
て

い
る
。

　
平
成
29
年
１
月
よ
り
雇
用
保
険
の
対

象
者
に
65
歳
以
上
の
者
も
加
え
ら
れ
、ま

た
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ

る
中
、65
歳
を
超
え
て
も
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、高
齢
者
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
教
室
を〝
卒
業
〞し
た
子
ど
も
た

ち
の
中
に
は
、そ
の
後
も
教
室
に
通
い
続

け
る
O
B
も
い
る
。例
え
ば
、高
校
卒
業

後
も
教
室
か
ら
ほ
ど
近
い
企
業
に
就
職

し
、社
会
人
に
な
っ
た
今
も
教
室
を
訪
れ

る
先
輩
も
あ
り
、そ
の
姿
は
後
に
続
く
後

輩
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
教
室
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と

働
き
掛
け
に
よ
っ
て
、学
校
へ
登
校
す
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
子
や
、室
内
を
歩

き
回
っ
て
落
ち
着
き
の
な
か
っ
た
子
が
、

少
し
ず
つ
学
校
の
課
題
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、高
等
学
校
等
の
進

学
率
が
年
々
上
昇
す
る
な
ど
、目
に
見

え
て
効
果
が
現
れ
て
い
る
。市
で
は
、来

年
度
さ
ら
に
教
室
が
ま
だ
な
い
地
域
で

の
開
設
を
予
定
す
る
な
ど
、事
業
の
拡

充
を
進
め
て
い
る
。

　
毎
週
3
カ
所
の
教
室
を
訪
問
し
て
い

る
市
の
学
習
支
援
相
談
員
は
、「
教
室
を

巣
立
っ
た
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は

現
在
通
う
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
一

つ
。高
校
生
や
社
会
人
に
な
っ
た
彼
ら
に

と
っ
て
も
教
室
が
大
切
な
居
場
所
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
」と
話
す
。

　
高
齢
者
は
主
な
収
入
が
年
金
で
あ
る

場
合
が
多
く
、年
金
が
少
な
い
場
合
に
慢

性
的
な
生
活
困
窮
状
態
に
陥
り
や
す
い
。

そ
の
た
め
、家
計
の
状
況
を
把
握
し
た
上

で
、働
く
意
欲
が
あ
る
人
に
は
就
労
を
継

続
で
き
る
よ
う
支
援
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　
就
労
支
援
の
窓
口
で
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
は
、全
国
的
に
高
齢
者
を
対
象
に
し

た「
生
涯
現
役
支
援
窓
口
」の
設
置
を
促

進
し
て
お
り
、県
内
で
は
神
戸
、灘
、西

神
、明
石
、姫
路
の
5
カ
所
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
習
支
援（
尼
崎
市
）

事
例
①

高
齢
者
の
就
労
支
援

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
灘
）

事
例
②

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
見
直

し
に
向
け
て
、報
告
書
で
は
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
次
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
示

し
て
い
る
。

①
地
域
共
生
社
会
の
実
現

　
地
域
社
会
に
お
い
て「
支
え
手
」「
受
け

手
」と
い
っ
た
関
係
を
超
え
て
、生
活
困
窮

者
等
の
誰
も
が
役
割
を
持
ち
、支
え
合
い

な
が
ら
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」と
い
う
視
点
に
立
っ

て
制
度
を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

②
早
期
の
予
防
的
な
支
援

　
経
済
的
困
窮
と
い
う
目
の
前
の
事
象

だ
け
に
着
目
し
て
応
急
的
な
支
援
を
行

う
だ
け
で
は
な
く
社
会
的
孤
立
や
自
尊

感
情
の
低
下
、健
康
意
識
の
希
薄
さ
な
ど

の
問
題
の
背
景
事
情
を
踏
ま
え
た「
早
期

の
予
防
的
な
支
援
」を
心
掛
け
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。

③
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ

　
子
ど
も
や
若
者
が
、生
活
に
困
窮
し
た

世
帯
で
育
つ
こ
と
に
よ
り
、経
済
的
、心
理

的
に
傷
つ
い
た
り
す
る
こ
と
な
く
、ま
た

成
長
の
過
程
で
社
会
か
ら
孤
立
せ
ず
、公

平
な
条
件
で
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う「
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
」と
い
う

視
点
に
立
っ
て
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
。

④
高
齢
の
生
活
困
窮
者
に
着
目
し
た
支
援

　
高
齢
の
生
活
保
護
受
給
者
が
増
加
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、高
齢
期
に
至
る

前
の
段
階
か
ら
の
支
援
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、高
齢
者
に
対
す
る
就
労
支
援
等

を
強
化
す
る
な
ど「
高
齢
の
生
活
困
窮
者

に
着
目
し
た
支
援
」と
い
う
視
点
が
重
要

で
あ
る
こ
と
。

⑤
切
れ
目
の
な
い
、一体
的
な
支
援

　
生
活
保
護
を
受
給
し
な
が
ら
生
活
を

整
え
、生
活
保
護
か
ら
脱
却
す
る
場
合
の

し
ば
ら
く
の
間
に
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
に
よ
る
支
援
を
行
う
な
ど
、「
切

れ
目
の
な
い
、一体
的
な
支
援
」を
目
指
す

必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
の
視
点
を
踏
ま
え
な

が
ら
、法
改
正
を
含
め
た
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

働
局
か
ら
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て「
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地

域
事
業
」も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、求
職
者
が
業
種
別
の
約

7
日
間
の
講
習
を
受
講
し
、す
ぐ
に
生
か

せ
る
技
能
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、講

習
最
終
日
に
就
職
面
接
会
を
設
定
し
、企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
セ
ッ
ト
で
行
う
も

の
。求
職
者
に
と
っ
て
は
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
で
未
経
験
の
業
種
へ
の
不
安
が
解

消
で
き
る
こ
と
か
ら
こ
の
事
業
の
利
用
者

の
就
職
率
は
７
割
程
度
と
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

教室名はその年に通う子どもたちが話し合い、自分たちで決める

　
報
告
書
で
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え

方
の
う
ち
、特
に
支
援
が
必
要
と
な
る

「
子
ど
も
」と「
高
齢
者
」へ
の
支
援
に
つ
い

て
、県
内
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
尼
崎
市
で
は
子
ど
も
の
学
習
支
援
を

行
う
生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
を
推

進
。「
学
習
支
援
教
室（
以
下
、「
教
室
」）」

と
い
う
名
称
で
、市
内
3
カ
所
で
そ
れ
ぞ

れ
お
お
む
ね
週
2
回
実
施
し
て
い
る
。教

室
に
は
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

や
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の

相
談
支
援
員
ら
が
声
を
掛
け
た
小
学
4

年
生
か
ら
中
学
3
年
生
の
子
ど
も
た
ち

約
60
名
が
登
録
し
、高
校
受
験
を
控
え
た

中
学
3
年
生
が
約
半
数
を
占
め
る
。

　
各
教
室
で
は
、事
業
受
託
団
体
の
学
習

支
援
員
や
大
学
生・高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の
学
校
の

宿
題
や
予
習・復
習
を
中
心
に
学
習
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
に
加

え
、学
習
の
動
機
づ
け
と
な
る
よ
う
に
、

仕
事
に
就
い
た
人
か
ら
話
を
聴
く「
職
業

人
講
話
」や
、社
会
体
験
学
習
な
ど
を
行

い
、子
ど
も
自
身
が
自
発
的
に
学
び
、他

者
と
の
関
係
性
を
育
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
ま
た
、子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
と
接
す

る
中
で
、学
習
支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応
じ
て
い

る
。教
室
の
中
で
の
さ
り
げ
な
い
子
ど
も

の
呟
き
を
き
っ
か
け
に
、学
校
の
先
生
ら

と
連
携
す
る
こ
と
や
、教
室
に
通
う
子
ど

も
の
保
護
者
の
悩
み
相
談
に
応
じ
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
特
集
で
取
り
上
げ
た「
子
ど
も
」

と「
高
齢
者
」に
対
す
る
支
援
に
限
ら

ず
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お

い
て
は「
複
合
課
題
丸
ご
と
」「
世
帯
丸

ご
と
」の
全
世
代
的
な
相
談
者
へ
の
対

応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、子
ど
も
の
支
援
等
を
き
っ
か

け
に
、そ
の
親
の
支
援
に
関
わ
る
こ
と

や
、い
わ
ゆ
る「
８
０
５
０
問
題
」な
ど

高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
世
帯
が
抱
え
る

課
題
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
課

題
を
発
見
し
、包
括
的
に
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
だ
け
で
な

く
、他
の
制
度
を
、自
治
体
の
実
情
に
応

じ
て
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た「
総
合

相
談
・
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
」が
必
要

で
あ
る（
図
2
）。さ
ら
に
は
、福
祉
の
枠

組
み
だ
け
で
な
く
、教
育
機
関
、企
業
な

ど
多
様
な
機
関
に
よ
る
連
携
・
地
域
づ

く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、制
度
・
分
野
ご
と
の
縦

割
り
や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と
い
う
関

係
を
超
え
て
地
域
の
多
様
な
主
体
が
つ

な
が
り
な
が
ら
、問
題
解
決（
出
口
）を

作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
共
生

社
会
の
実
現
へ
の
第
一歩
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

制
度
見
直
し
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方

子
ど
も
、高
齢
者
に
対
す
る

支
援
の
実
際

生
活
困
窮
者
支
援
の

現
状
と
課
題

我
が
事
・
丸
ご
と
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

■図1 生活困窮者自立支援制度
包括的な相談支援

●自立相談支援事業
・訪問支援（アウトリーチ）も
含め、生活保護に至る前の
段階から早期に支援
・生活と就労に関する支援員
を配置し、ワンストップ型の
相談窓口により、情報とサー
ビスの拠点として機能
・一人一人の状況に応じ自立
に向けた支援計画を作成
・地域ネットワークの強化な
ど地域づくりも担う

居住確保支援 ●「住居確保給付金」の支給

緊急的な支援 ●一時生活支援事業

家計再建支援 ●家計相談支援事業

子ども支援 ●子どもの学習支援事業

その他の支援 ●関係機関・他制度による支援
●民生委員・自治会・ボランティ
　アなどインフォーマルな支援

就労支援
なお一般就労が困難な者

●就労準備支援事業

●「中間的就労」の推進
●ハローワークとの一体的支援

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

住民が主体的に地域課題を把握して
解決を試みる体制づくり

市町村における総合的な
相談支援体制づくり

バックアップ

「丸ごと」
受け止める場

他人事を「我が事」に
変えていくような
働きかけをする機能

地域の基盤づくり課題把握 解決

ニーズに寄り添いつつ、つなぐ

住
民
に
身
近
な
圏
域

市
町
村
域
等

■図2 市町村における包括的な相談支援体制のイメージ
　※地域力強化検討会の中間とりまとめの図を簡略化したもの

　生活困窮者自立支援法が平成27年４月に施行さ
れてから、間もなく３年が経過する。国では法施行後
の実態等を踏まえて制度見直しの論議が進められ、
このたび報告書にまとめられた。
　今回の特集では、この報告書の内容と併せて、生
活困窮者自立支援制度の現状について報告する。
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法
施
行
後
3
年
時
点
で
の
制
度
見
直

し
を
見
据
え
設
置
さ
れ
た「
社
会
保
障
審

議
会 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活

保
護
部
会
」が
昨
年
12
月
に
ま
と
め
た
報

告
書
で
は
、法
施
行
後
の
2
年
間
で
、新

規
相
談
者
が
約
45
万
人
、継
続
的
な
支
援

を
行
っ
た
人
は
約
12
万
人
、就
労・増
収
し

た
人
が
約
6
万
人
と
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、支
援
期
間
1
年
間
で
意
欲
や
社
会
参

加
等
、家
計
の
状
況
、就
労
の
状
況
の
い

ず
れ
か
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
人
が
7

割
に
上
る
な
ど
、着
実
な
効
果
が
現
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、報
告
書
で
は
新
規
相
談
者
全
体

の
約
6
割
が
男
性
で
あ
り
、特
に
40
〜
50

代
の
就
労
し
て
い
な
い
男
性
が
全
体
の
約

2
割
と
さ
れ
た
が
、こ
の
状
況
は
、本
制

度
の
発
足
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

の
場
等
に
お
い
て
見
ら
れ
て
い
た
傾
向
と

一致
し
て
い
る
。

　
加
え
て
65
歳
以
上
の
人
が
全
体
の
約

2
割
、子
ど
も
の
い
る
50
代
以
下
の
相
談

者
が
全
体
の
3
割
を
占
め
て
い
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
支
援
に
つ
な
が
っ
て
こ
な
か
っ

た
生
活
困
窮
者
の
実
像
も
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
灘
で
は
、8
つ
あ
る一般

職
業
相
談
窓
口
の
う
ち
2
つ
を「
生
涯
現

役
支
援
窓
口
」と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
の
窓
口
で
は
、特
に
高
齢
者
の
採
用

に
意
欲
的
な
企
業
を
中
心
に
求
人
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
は
雇
用

保
険
の
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
手
続

き
や
、無
料
技
能
講
習
の
紹
介
、ま
た
履

歴
書
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
、高
齢
の
求
職
者
に
必
要

な
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
向
け
の
求
人
の
中
で
多
い
業

種
は「
警
備
員
」、「
清
掃
員
」な
ど
で
、

企
業
側
も
定
年
後
の
再
就
労
を
希
望
し

て
い
る
方
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る
と

い
う
。

　
こ
れ
ら
の
業
種

は
必
ず
し
も
高

齢
者
の
職
業
経

験
や
経
歴
を
生

か
せ
る
も
の
と
は

限
ら
な
い
が
、不

慣
れ
な
仕
事
に

対
す
る
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、

雇
用
対
策
を
推

進
す
る
兵
庫
労

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、社
会

や
経
済
状
況
の
変
化
の
中
で
、経
済
的
に

困
窮
す
る
人
や
社
会
的
に
孤
立
し
た
状

態
に
陥
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
支
援
等

に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
増

加
を
受
け
、こ
れ
ら
生
活
困
窮
者
の
社
会

参
加
と
就
労
を
通
じ
て
生
活
向
上
を
図

る
こ
と
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
創

設
さ
れ
た（
図
1
）。

生活困窮者自立支援制度
施行から３年
制度改正と支援の現状

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
の
現
状

子
ど
も
へ
の
支
援

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
社
会
的
な

関
心
が
高
ま
る
中
、「
子
ど
も
の
学
習
支

援
事
業
」の
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
お

り
、全
国
で
は
平
成
29
年
度
に
5
0
4

の
自
治
体（
56
％
）で
実
施
さ
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、県
内
で
の
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
は
11
の
自
治
体（
37
％
）の
実

施
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、取
り
組
み
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、こ
の
学
習
支
援
事
業
を
は
じ

め
、大
学
に
進
学
す
る
生
活
保
護
世
帯

の
子
ど
も
へ
の
一
時
金
の
支
給
や
、日
本

学
生
支
援
機
構
等
に
お
け
る
給
付
型
奨

学
金
の
拡
充
な
ど
に
よ
っ
て
、子
ど
も
の

進
学
支
援
の
取
り
組
み
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。さ
ら
に
学
習
支
援
事
業
に
は
、生

活
習
慣
や
環
境
の
向
上
、相
互
の
交
流

等
に
よ
る
孤
立
防
止
な
ど「
居
場
所
」と

し
て
の
取
り
組
み
に
よ
り
中
退
等
を
防

止
す
る「
在
学
」支
援
の
機
能
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
へ
の
支
援

　
法
施
行
以
前
に
実
施
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
の
自
立
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
等
に

お
い
て
、支
援
の
主
な
対
象
者
像
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、「
40
〜
50
代

の
失
業
し
た
男
性
」と
い
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。法
の
施
行
後
、実
際
に
そ
の
よ

う
な
相
談
者
が
多
く
を
占
め
て
い
る
一

方
で
、高
齢
の
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

が
求
め
ら
れ
る
実
態
も
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
支
援

を
十
分
に
は
想
定
で
き
て
い
な
い
。

　
実
際
、生
活
困
窮
者
へ
の
家
賃
補
助

制
度
で
あ
る
住
居
確
保
給
付
金
や
就
労

準
備
支
援
事
業
に
お
い
て
、そ
の
対
象

と
な
る
の
は
65
歳
未
満
の
者
と
い
う
年

齢
要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、65
歳
を

超
え
る
者
は
支
援
の
対
象
か
ら
外
れ
て

い
る
。

　
平
成
29
年
１
月
よ
り
雇
用
保
険
の
対

象
者
に
65
歳
以
上
の
者
も
加
え
ら
れ
、ま

た
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ

る
中
、65
歳
を
超
え
て
も
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、高
齢
者
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
教
室
を〝
卒
業
〞し
た
子
ど
も
た

ち
の
中
に
は
、そ
の
後
も
教
室
に
通
い
続

け
る
O
B
も
い
る
。例
え
ば
、高
校
卒
業

後
も
教
室
か
ら
ほ
ど
近
い
企
業
に
就
職

し
、社
会
人
に
な
っ
た
今
も
教
室
を
訪
れ

る
先
輩
も
あ
り
、そ
の
姿
は
後
に
続
く
後

輩
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
教
室
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と

働
き
掛
け
に
よ
っ
て
、学
校
へ
登
校
す
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
子
や
、室
内
を
歩

き
回
っ
て
落
ち
着
き
の
な
か
っ
た
子
が
、

少
し
ず
つ
学
校
の
課
題
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、高
等
学
校
等
の
進

学
率
が
年
々
上
昇
す
る
な
ど
、目
に
見

え
て
効
果
が
現
れ
て
い
る
。市
で
は
、来

年
度
さ
ら
に
教
室
が
ま
だ
な
い
地
域
で

の
開
設
を
予
定
す
る
な
ど
、事
業
の
拡

充
を
進
め
て
い
る
。

　
毎
週
3
カ
所
の
教
室
を
訪
問
し
て
い

る
市
の
学
習
支
援
相
談
員
は
、「
教
室
を

巣
立
っ
た
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は

現
在
通
う
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
一

つ
。高
校
生
や
社
会
人
に
な
っ
た
彼
ら
に

と
っ
て
も
教
室
が
大
切
な
居
場
所
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
」と
話
す
。

　
高
齢
者
は
主
な
収
入
が
年
金
で
あ
る

場
合
が
多
く
、年
金
が
少
な
い
場
合
に
慢

性
的
な
生
活
困
窮
状
態
に
陥
り
や
す
い
。

そ
の
た
め
、家
計
の
状
況
を
把
握
し
た
上

で
、働
く
意
欲
が
あ
る
人
に
は
就
労
を
継

続
で
き
る
よ
う
支
援
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　
就
労
支
援
の
窓
口
で
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
は
、全
国
的
に
高
齢
者
を
対
象
に
し

た「
生
涯
現
役
支
援
窓
口
」の
設
置
を
促

進
し
て
お
り
、県
内
で
は
神
戸
、灘
、西

神
、明
石
、姫
路
の
5
カ
所
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
習
支
援（
尼
崎
市
）

事
例
①

高
齢
者
の
就
労
支
援

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
灘
）

事
例
②

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
見
直

し
に
向
け
て
、報
告
書
で
は
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
次
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
示

し
て
い
る
。

①
地
域
共
生
社
会
の
実
現

　
地
域
社
会
に
お
い
て「
支
え
手
」「
受
け

手
」と
い
っ
た
関
係
を
超
え
て
、生
活
困
窮

者
等
の
誰
も
が
役
割
を
持
ち
、支
え
合
い

な
が
ら
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」と
い
う
視
点
に
立
っ

て
制
度
を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

②
早
期
の
予
防
的
な
支
援

　
経
済
的
困
窮
と
い
う
目
の
前
の
事
象

だ
け
に
着
目
し
て
応
急
的
な
支
援
を
行

う
だ
け
で
は
な
く
社
会
的
孤
立
や
自
尊

感
情
の
低
下
、健
康
意
識
の
希
薄
さ
な
ど

の
問
題
の
背
景
事
情
を
踏
ま
え
た「
早
期

の
予
防
的
な
支
援
」を
心
掛
け
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。

③
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ

　
子
ど
も
や
若
者
が
、生
活
に
困
窮
し
た

世
帯
で
育
つ
こ
と
に
よ
り
、経
済
的
、心
理

的
に
傷
つ
い
た
り
す
る
こ
と
な
く
、ま
た

成
長
の
過
程
で
社
会
か
ら
孤
立
せ
ず
、公

平
な
条
件
で
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う「
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
」と
い
う

視
点
に
立
っ
て
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
。

④
高
齢
の
生
活
困
窮
者
に
着
目
し
た
支
援

　
高
齢
の
生
活
保
護
受
給
者
が
増
加
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、高
齢
期
に
至
る

前
の
段
階
か
ら
の
支
援
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、高
齢
者
に
対
す
る
就
労
支
援
等

を
強
化
す
る
な
ど「
高
齢
の
生
活
困
窮
者

に
着
目
し
た
支
援
」と
い
う
視
点
が
重
要

で
あ
る
こ
と
。

⑤
切
れ
目
の
な
い
、一体
的
な
支
援

　
生
活
保
護
を
受
給
し
な
が
ら
生
活
を

整
え
、生
活
保
護
か
ら
脱
却
す
る
場
合
の

し
ば
ら
く
の
間
に
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
に
よ
る
支
援
を
行
う
な
ど
、「
切

れ
目
の
な
い
、一体
的
な
支
援
」を
目
指
す

必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
の
視
点
を
踏
ま
え
な

が
ら
、法
改
正
を
含
め
た
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

働
局
か
ら
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て「
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地

域
事
業
」も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、求
職
者
が
業
種
別
の
約

7
日
間
の
講
習
を
受
講
し
、す
ぐ
に
生
か

せ
る
技
能
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、講

習
最
終
日
に
就
職
面
接
会
を
設
定
し
、企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
セ
ッ
ト
で
行
う
も

の
。求
職
者
に
と
っ
て
は
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
で
未
経
験
の
業
種
へ
の
不
安
が
解

消
で
き
る
こ
と
か
ら
こ
の
事
業
の
利
用
者

の
就
職
率
は
７
割
程
度
と
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

教室名はその年に通う子どもたちが話し合い、自分たちで決める

　
報
告
書
で
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え

方
の
う
ち
、特
に
支
援
が
必
要
と
な
る

「
子
ど
も
」と「
高
齢
者
」へ
の
支
援
に
つ
い

て
、県
内
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
尼
崎
市
で
は
子
ど
も
の
学
習
支
援
を

行
う
生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
を
推

進
。「
学
習
支
援
教
室（
以
下
、「
教
室
」）」

と
い
う
名
称
で
、市
内
3
カ
所
で
そ
れ
ぞ

れ
お
お
む
ね
週
2
回
実
施
し
て
い
る
。教

室
に
は
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

や
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の

相
談
支
援
員
ら
が
声
を
掛
け
た
小
学
4

年
生
か
ら
中
学
3
年
生
の
子
ど
も
た
ち

約
60
名
が
登
録
し
、高
校
受
験
を
控
え
た

中
学
3
年
生
が
約
半
数
を
占
め
る
。

　
各
教
室
で
は
、事
業
受
託
団
体
の
学
習

支
援
員
や
大
学
生・高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の
学
校
の

宿
題
や
予
習・復
習
を
中
心
に
学
習
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
に
加

え
、学
習
の
動
機
づ
け
と
な
る
よ
う
に
、

仕
事
に
就
い
た
人
か
ら
話
を
聴
く「
職
業

人
講
話
」や
、社
会
体
験
学
習
な
ど
を
行

い
、子
ど
も
自
身
が
自
発
的
に
学
び
、他

者
と
の
関
係
性
を
育
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
ま
た
、子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
と
接
す

る
中
で
、学
習
支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応
じ
て
い

る
。教
室
の
中
で
の
さ
り
げ
な
い
子
ど
も

の
呟
き
を
き
っ
か
け
に
、学
校
の
先
生
ら

と
連
携
す
る
こ
と
や
、教
室
に
通
う
子
ど

も
の
保
護
者
の
悩
み
相
談
に
応
じ
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
特
集
で
取
り
上
げ
た「
子
ど
も
」

と「
高
齢
者
」に
対
す
る
支
援
に
限
ら

ず
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お

い
て
は「
複
合
課
題
丸
ご
と
」「
世
帯
丸

ご
と
」の
全
世
代
的
な
相
談
者
へ
の
対

応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、子
ど
も
の
支
援
等
を
き
っ
か

け
に
、そ
の
親
の
支
援
に
関
わ
る
こ
と

や
、い
わ
ゆ
る「
８
０
５
０
問
題
」な
ど

高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
世
帯
が
抱
え
る

課
題
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
課

題
を
発
見
し
、包
括
的
に
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
だ
け
で
な

く
、他
の
制
度
を
、自
治
体
の
実
情
に
応

じ
て
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た「
総
合

相
談
・
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
」が
必
要

で
あ
る（
図
2
）。さ
ら
に
は
、福
祉
の
枠

組
み
だ
け
で
な
く
、教
育
機
関
、企
業
な

ど
多
様
な
機
関
に
よ
る
連
携
・
地
域
づ

く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、制
度
・
分
野
ご
と
の
縦

割
り
や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と
い
う
関

係
を
超
え
て
地
域
の
多
様
な
主
体
が
つ

な
が
り
な
が
ら
、問
題
解
決（
出
口
）を

作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
共
生

社
会
の
実
現
へ
の
第
一歩
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

制
度
見
直
し
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方

子
ど
も
、高
齢
者
に
対
す
る

支
援
の
実
際

生
活
困
窮
者
支
援
の

現
状
と
課
題

我
が
事
・
丸
ご
と
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

■図1 生活困窮者自立支援制度
包括的な相談支援

●自立相談支援事業
・訪問支援（アウトリーチ）も
含め、生活保護に至る前の
段階から早期に支援
・生活と就労に関する支援員
を配置し、ワンストップ型の
相談窓口により、情報とサー
ビスの拠点として機能
・一人一人の状況に応じ自立
に向けた支援計画を作成
・地域ネットワークの強化な
ど地域づくりも担う

居住確保支援 ●「住居確保給付金」の支給

緊急的な支援 ●一時生活支援事業

家計再建支援 ●家計相談支援事業

子ども支援 ●子どもの学習支援事業

その他の支援 ●関係機関・他制度による支援
●民生委員・自治会・ボランティ
　アなどインフォーマルな支援

就労支援
なお一般就労が困難な者

●就労準備支援事業

●「中間的就労」の推進
●ハローワークとの一体的支援

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

住民が主体的に地域課題を把握して
解決を試みる体制づくり

市町村における総合的な
相談支援体制づくり

バックアップ

「丸ごと」
受け止める場

他人事を「我が事」に
変えていくような
働きかけをする機能

地域の基盤づくり課題把握 解決

ニーズに寄り添いつつ、つなぐ

住
民
に
身
近
な
圏
域

市
町
村
域
等

■図2 市町村における包括的な相談支援体制のイメージ
　※地域力強化検討会の中間とりまとめの図を簡略化したもの

　生活困窮者自立支援法が平成27年４月に施行さ
れてから、間もなく３年が経過する。国では法施行後
の実態等を踏まえて制度見直しの論議が進められ、
このたび報告書にまとめられた。
　今回の特集では、この報告書の内容と併せて、生
活困窮者自立支援制度の現状について報告する。
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このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry 「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
日
本
へ

知
識
と
技
術
を
研
鑽
す
る
日
々

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、両
親
や
家
族

が
病
院
で
働
く
姿
を
見
て
看
護
師
に
な

り
た
い
と
思
い
、資
格
を
取
得
し
て
病

院
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。看
護
の
仕

事
を
す
る
う
ち
に
介
護
に
興
味
が
沸
き
、

先
輩
に
日
本
で
の
経
験
談
を
聞
い
て
日

本
に
強
く
憧
れ
、Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協

定
）介
護
福
祉
士
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。父
親
は
少
し

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、説
得
し
て
平

成
22
年
6
月
に
来
日
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
比
べ
て
と

に
か
く
寒
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
が
、

施
設
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
住
居
、家

電
や
家
具
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
生

活
環
境
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、快
適
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。宗
教
の
礼
拝
の
た

め
に
休
日
を
配
慮
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
前
は
勉
強
の
た
め
に
職
場
を
離

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、一
緒
に

働
く
ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ
で
充
分
な
勉

強
時
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
何
度
か
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、不

合
格
と
な
り
帰
国
し
て
い
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、試
験
に
合
格
し
正
職
員

に
な
っ
て
か
ら
は
、夜
勤
も
し
な
が
ら

食
事
や
排
泄
、入
浴
介
助
な
ど
施
設
利

用
者
の
日
常
生
活
の
全
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。利
用
者
か
ら
信
頼

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、親
し
み
の
あ
る

ケ
ア
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。日
本
語
で

の
会
話
は
楽
し
い
で
す
が
、読
み
書
き

や
パ
ソ
コ
ン
で
の
記
録
は
難
し
く
、ま

だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

を
見
て
知
ら
な
い
言
葉
を
調
べ
る
な
ど
、

日
々
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、法
人
内
の
地
域
交
流
委
員
会

に
所
属
し
て
、住
民
へ
の
介
護
技
術
の

講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。先

日
の
講
習
会
で
は
、認
知
症
予
防
の
食

事
メ
ニ
ュ
ー
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
の

テ
ン
ペ（
発
酵
食
品
）や
緑
豆
の
ス
ー
プ

を
紹
介
し
、大
好
評
で
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は「m

ade in 
Japan

」が
人
気
で
す
。モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
が
高
く
、日
本
人
の
仕
事
に

対
す
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
、

日
本
に
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。言

葉
や
文
化
、介
護
技
術
の
違
い
な
ど
多

く
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、日
本
を

愛
す
る
気
持
ち
と
、周
囲
の
人
々
に
支

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
職
場
の
忘
年
会
や
研
修
旅
行
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
な
い
温
泉

に
入
る
こ
と
は
最
初
は
恥
ず
か
し
か
っ

た
の
で
す
が
、「
こ
れ
も
勉
強
だ
」と
み

ん
な
で
一
緒
に
入
る
う
ち
に
、大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
宝
塚
ち

ど
り
で
働
き
な
が
ら
、い
つ
か
介
護
支

援
専
門
員
の

試
験
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ステファニ　ディアナ　
シウィナンティさん （宝塚市）

日本の質の高い
介護にあこがれて
～言葉や文化、介護技術の違いを乗り越える～

日
本
に
対
す
る
想
い

自
分
を
愛
す
る
よ
う
に

あ
な
た
の
隣
人
を
愛
せ
よ

自
分
を
愛
す
る
よ
う
に

あ
な
た
の
隣
人
を
愛
せ
よ

Personal History

昭和61年　 インドネシア東ジャワ州ポノロゴに生まれる
平成22年　来日、特別養護老人ホーム宝塚ちどりで勤務
平成28年　介護福祉士国家試験合格

納涼祭で同僚とインドネシア伝統舞踊を踊りました

「あなたがいてくれると安心するわ」と
信頼されるステファニさん

ＴＯＰＩＣＳ

　三田市では、1月27日に「三田市社会福祉大会」を開
催し、住民や福祉関係者など970名が参加しました。
　マルチタレントのダニエル・カール氏による記念講
演では、「がんばっぺ！オラの大好きな日本～人にや
さしいまちづくり～」をテーマに、日本の良さ、日本
人の謙虚さを語られ、「日本には素晴らしい事がたく
さんあるので、それをもっと伝えていこう」と呼び掛
けられました。
　また、市内障害者支援事業所・グループによる“ふ
くしマルシェ”や、「災害救助犬とふれあおう」、「福祉
用具を体験しよう」など、福祉を身近に感じ、家族で
楽しめるイベントが実施されました。

　住民同士の交流や支え合いの拠点となる「コミュニティカフェ」が、県内各地で住民主体の活動として取り組
まれています。本年度、助成金を活用してコミュニティカフェの開設・拡充が図られています。

※上記のほかにも助成金を活用し、開設に向けた食器・調理器具、テーブル、椅子などの備品を購入する団体や、子どもや高齢者も参加しや
すい環境を整えるために室内の改装・改修、トイレのバリアフリー化（手すりの設置）、冷暖房器具の設置、映写用スクリーンやコミュニケーショ
ン麻雀の購入などを行い、拠点整備・活動内容の充実を図っている団体もあります。

誰でも気軽に立ち寄れるよう、分かりやすい看板を設
置。中学生が拠点をイメージしてロゴを作成しました。
初めての人が一人で
立ち寄るなど、地域
の交流カフェとして
親しまれています。

空き家の納屋を会場とするため、エアコンを新たに設
置。地域住民が集まりやすい交流拠点となりました。
子どもや高齢者の会
話と笑顔があふれる
場となっています。

　芦屋市では、2月3日に地域フォーラムを開催し、約
160人の市民らが参加しました。
　講演会では、全国社会福祉協議会 民生部長 池上実
氏から、「これからの地域福祉を考える」をテーマに講
演いただき、「地域共生社会の実現のために、住民が自
分自身の課題と捉え、取り組んでいくことが大切であ
る」ことを確認しました。そして、阪神・淡路大震災では
多くの人が隣近所で助け合ったという教訓で締めくく
られ、地域の人と人とのつながりの大切さを再認識す
る貴重な機会となりました。
　当日のコーラスに出演した幼稚園の保護者グループ
代表からは、「住んでいる人が、優しくて、思いやりが
あって、困っている人にさっと
声を掛け合える、そんな一人
一人が芦屋ブランドを作って
いるのだと思います」という声
を聞くこともできました。

みんなで支え合うまちづくり

「コミュニティカフェ」を通じて、交流・支え合いの輪が広がっています

「住民参加でまちづくり」を

6

ふくふくサロン今津（西宮市） 飯見元気プロジェクト運営委員会（宍粟市）

私
の
モ
ッ
ト
ー 
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周囲の配慮を促す「ヘルプマーク」
　兵庫県は、今年1月、内部障害や難病、妊娠初期
など外見からは配慮や支援の必要性が分かりづ
らい人たちが、周囲から援助を得やすくなるよう
「ヘルプマーク」を導入した。ヘルプマークは、昨年
7月に日本工業規格（ＪＩＳ）の案内用図記号に採
用され、全国的に急速に普及が進んでいる。また、
緊急連絡先や受けたい支援内容などを記載でき
る「ヘルプカード」も作成しており、支援者に必要
な配慮を伝えられるようになっている。
　交付を希望される方は、兵庫県障害者支援課
（TEL：078-362-4379　FAX：078-362-9040）まで。

　

地域福祉ホットニュース 県内の新しい取り組みや
イチオシ情報を紹介します。

まちづくりの楽しさを実感する福祉学習
　須磨区社協では、市立竜が台小学校で進め
る福祉学習として、共同募金運動の理解ととも
に、子ども自身が“じぶんの町を良くするしくみ”
を考え、実践するプロジェクトに取り組んでい
る。小学校、民生委員・児童委員などのメンバー
と検討を重ねたこの取り組みは、共同募金の使
い道の学習からスタート。配分先の給食会の様
子を見学した子どもたちが、自分たちに何がで
きるかを考え、地域の高齢者らを招いて運営す
る「こどもふれあい喫茶」の開催に至った。今後
も、未来を創る地域の担い手として、地域活動
への参加な
どを通じた学
習が展開さ
れる。

神戸市須磨区兵庫県

ポスター作りや会場の準備、お茶請けの調理など、
地域の方の協力を受けて、子どもたちが作り上げた

ヘルプマークを身に着けている方を見かけたら
・公共交通機関では、席をお譲りください
・駅や商業施設等で、声を掛けるなどの配慮をお願
いします
・マーク等に記載された内容に従って配慮・支
援をお願いします
・災害時は、安全に避難するための支援をお願
いします

地域共生社会の実現に向けて、
県政150周年記念「県民連携事業」を活用しよう！
　兵庫県は今年7月12日に成立150周年を迎えるに当
たり、県民が主体的に企画・実施する創意工夫にあふ
れたさまざまな取り組みを支援する「県民連携事業」
を実施する。
　対象は、「交流の輪を拡げる」「兵庫の未来を創る」
といったテーマの事業で、県内で活動する地域団体、
ボランティア団体、学生グループ、ＮＰＯ法人、実行委
員会などに助成する。
　詳細は、兵庫県ホームページをご覧ください。

タイムリーな
情報をお届け 福祉トピックス

【参考（事業例）】
○少子高齢化など、直面する地域課題の解決に向
けた各地でのワークショップ
○地域資源をネットワーク化するための県内外の
団体との連携イベントなど

 事業実施期間
平成30年4月2日（月）
～平成31年3月31日（日）

 申請受付期間
平成30年2月5日（月）
～平成31年2月5日（火）
・随時受け付け。事業開始月の前月5日までに申請が必要。

 助成額
・1団体あたり5万円～50万円（上限）
・大規模事業は、特認事業（対象事業費の2分の1以　
内・上限500万円）とする場合がある。

 県民連携事業に関する問い合わせ先
兵庫県地域創生課 県政150周年記念事業室
TEL：078-341-7711（内線4705、4709）
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第
二
部
の
記
念
講
演
会
で
は
、県
民
児
連
が

1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
平
成

28
年
度
に
実
施
し
た「
災
害
に
備
え
た
民
生
委

員・児
童
委
員
活
動
モ
ニ
タ
ー
調
査
」を
基
に
、

神
戸
学
院
大
学
の
清
原
桂
子
教
授
か
ら
基
調

報
告
が
行
わ
れ
た
。調
査
で
は
、「
災
害
時
に
求

め
ら
れ
る
役
割
を
把
握
し
て
い
た
り
、要
援
護

者
支
援
の
た
め
の
連
携
体
制
が
整
っ
て
い
る

　
1
月
20
日
、神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
、標

記
大
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
各
地
の
民
生
委
員・

児
童
委
員
ら
約
1
，0
0
0
人
が
出
席
し
た
。

　
第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、民
生
委
員・児

童
委
員
活
動
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
や
、

長
年
の
活
動
者
に
対
し
、井
戸
敏
三
県
知
事
、

吉
本
知
之
県
社
協
会

長
お
よ
び
亀
田
龍
昇

県
民
児
連
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
が
伝

え
ら
れ
、代
表
受
領

者
に
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、県
民
児
連
の
大
橋
正
子
主
任
児
童
委

員
部
会
副
委
員
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、今

後
の
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
に
向
け
た
決
意

が
表
明
さ
れ
る
と
、拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

地
域
で
活
動
し
て
い
る
民
生
委
員・児
童
委
員

ほ
ど
災
害
時
の
活
動
に
対
す
る
負
担
感
が
少

な
い
」こ
と
が
示
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、民

生
委
員・児
童
委
員
の
災
害
時
の
役
割
を
明
確

に
す
る
こ
と
や
、自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、

行
政
等
の
関
係
団
体・機
関
と
平
時
か
ら
顔
の

見
え
る
つ
な
が
り
を
つ
く
り
役
割
を
分
担
す

る
こ
と
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、清
原
教
授
と
、全
国
社
会
福
祉
協

議
会
の
池
上
実
民
生
部
長
、豊
岡
市
民
児
連
の

羽
賀
正
老
前
会
長
に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。

　
池
上
部
長
は
、東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
民

生
委
員・児
童
委
員
が
命
を
落
と
し
た
こ
と
か

ら
、災
害
時
は
ま
ず
自
分
自
身
と
家
族
の
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
、平
時
は
網
目
の
細

か
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
に
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
強
調
し
た
。羽
賀
前
会
長
は
、日
頃

か
ら
地
域
住
民
や
民
生
委
員・児
童
委
員
同
士

で
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、行

政
に
は
活
動
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
求
め

る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
発
信
し
た
。

　
住
民
の
身
近
な
相

談
相
手
や
専
門
機
関

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

住
民
の
生
活
を
支
え

て
い
る
民
生
委
員・児

童
委
員
の
活
動
は
、こ

れ
か
ら
も
続
く
。

民生委員制度創設100周年・児童委員制度創設70周年記念
兵庫県民生委員児童委員大会を開催

代表受領者に吉本県社協会長から
感謝状が手渡された

災害時に備えた民生委員・児童委員の役割や
その方策について話し合われた
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
と

復
興
を
学
び
、交
流
を
深
め
る

社
協
会
長
が
社
会
福
祉
法
人

と
の
連
携
な
ど
を
協
議

協
働
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
を
考
え
る

長田区大正筋商店街等の復興状況見学を終えて、
感想や復興に向けた思いを語る参加者

ブロックごとに分かれたグループで活発な協議が行われた

災害時に必要な社協の取り組みについて議論する参加者

　
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸
協
会
よ
り
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一
部
を

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
に
寄
付

い
た
だ
い
た
。平
成
14
年
度
以
降
計
80

万
円
に
上
る
。1
月
18
日
、同
協
会
正
井

公
華
会
長
の
神
戸
市
文
化
賞
受
賞
祝
賀

会
を
兼
ね
た
新
年
互
礼
会
の
席
で
吉
本

会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。ご
厚

志
は
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
促
進
や
地

域
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
く
。

寄
付・寄
贈
の
お
礼

　
１
月
27
日
、神
戸
市
内
で
第
51
回
兵

庫
ヤ
ク
ル
ト
従
事
者
大
会
が
開
催
さ

れ
、兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
か

ら
加
西
市
社
協
に
福
祉
車
両
１
台
が
寄

贈
さ
れ
た
。同
社
が
毎
年
12
月
に
展
開

す
る「
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
運
動
」に
よ
る
車

両
の
寄
贈
は
計
21
台
と
な
り
、県
内
の

市
町
社
協
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
１
月
16
日
か
ら
17
日
、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、日
本
イ
ー
ラ
イ
リ

リ
ー
㈱
の
協
力
を
得
て「
東
日
本
大
震
災

被
災
者
招
へ
い
事
業
」を
実
施
。阪
神・淡

路
大
震
災
か
ら
23
年
目
を
迎
え
た
神
戸

に
、宮
城
県
名
取
市
仮
設
住
宅
の
被
災
者

や
現
地
で
支
援
を
し
て
い
る
尚
絅
学
院

大
学
の
学
生
ら
16
名
を
招
い
た
。

　
初
日
は
、神
戸
市
長
田
区
を
巡
り
、神

戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
の
野
崎
隆
一
理

事
長
か
ら
、被
災
直
後
か
ら
復
興
ま
で

の
様
子
や
苦
労
に
つ
い
て
聴
い
た
。意
見

交
換
会
で
は
、「
震
災
の
記
憶
を
言
葉
で

伝
え
る
こ
と
と
物
で
残
す
こ
と
、そ
の
両

方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
」

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
２
日
目
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
お
よ

び
東
日
本
大
震
災
追
悼
行
事
へ
参
加

し
、震
災
の
犠
牲
者
を
悼
む
と
と
も
に
、

復
興
へ
の
思
い
を
深
め
た
。

　
１
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、相

生
市
の
ホ
テ
ル
万
葉
岬
で
県
内
社
協
会

長
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
初
日
は
、社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携

を
テ
ー
マ
に
、社
会
福
祉
法
人
連
絡
協

議
会
代
表
者
等
連
絡
会
の
澤
村
安
由
里

副
代
表
か
ら「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」の

県
域
の
取
り
組
み
、佐
用
町
社
協
の
大

下
会
長
と
丹
波
市
社
協
の
長
井
会
長
か

ら
市
町
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、地

域
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し

て
の
社
協
の
役
割
発
揮
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、社
協
の
人
材
確
保
と
育

成
に
つ
い
て
、㈱
エ
イ
デ
ル
研
究
所
の
小

林
雄
二
郎
京
都
支
社
長
に
よ
る
講
義
が

行
わ
れ
、社
協
の
基
本
理
念
や
進
む
べ
き

方
向
性
を
明
確
に
し
、そ
こ
に
合
う
人

材
を
確
保・育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
市
町
域
で
の
地
域
福
祉
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、新
し
い
局
面
に
も
柔

軟
に
対
応
し
、会
長
同
士
の
つ
な
が
り

を
強
め
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ

と
を
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
２
月
１
日
、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

プ
ラ
ザ
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修【
応
用
編
】・

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー・マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
修
」を
開
催
。県
内
市
区
町
社

協
の
事
務
局
長
や
職
員
ら
43
名
が
参
加

し
た
。

　
研
修
で
は
、に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
李
仁
鉄
理
事

長
か
ら「
社
協
に
求
め
ら
れ
る
災
害
時
の

支
援
の
全
体
像
」に
つ
い
て
の
講
演
が

あ
っ
た
後
、西
宮
市
社
協
の
上
野
武
利
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
、広
島
市
安
佐

南
区
社
協
の
三
村
誠
司
事
務
局
長
か
ら

災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
の

事
例
報
告
が
あ
り
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方

を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、社
協
本

来
の
業
務
を
継
続
し
つ
つ
、多
様
な
主

体
と
協
働
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
が
求
め
ら
れ
、社
協
全
体

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
を
考
え
る

場
と
な
っ
た
。

福祉の就職総合フェア
を開催します！

　福祉の仕事に興味・関心のある方な
らどなたでもご参加いただける、福祉
の就職総合フェアです。
　新規採用予定がある約170法人が
参加。この機会をお見逃しなく！

日　時　平成30年3月10日（土）
13：00～17：00

会　場　神戸国際展示場２号館
（神戸市中央区）

申込方法　ガイダンス（11時～12時）のみ
下記まで事前申込制

入場料　無料
問い合わせ先　兵庫県福祉人材センター
TEL：078-271-3881
Ｆacebookはコチラ→

赤い羽根「テーマ型募金」
地域の困り事を解決するための募金にご協力ください

　1月から3月の間、特定の配分テーマを定めた
「テーマ型募金」が全国的に実施され、県内において
も、下記の５地区の共同募金委員会で寄付を受け付
けています。
　温かいご支援・ご協力をお願い致します。

　そのほか、特にテーマを定めず、イベントや募金百貨
店プロジェクトなどを通じて募金活動を実施する地区も
あります。また、兵庫県の全ての市区町では、本年度の
募金に対するお礼や福祉学習などを通じ共同募金をよ
り深く知っていただく広報強化期間として、３月まで共
同募金運動を展開します。詳しくは、兵庫県共同募金会
のホームページをご覧ください。

【テーマ型募金の内容と実施地区】
○未来をつなぐ こども支援プロジェクト（東灘区）
○子どもの居場所応援団プロジェクト（兵庫区）
○先駆的な福祉活動の支援をしたい！（中央区）
○子ども達が健やかに育つための居場所づくりをした
い！（中央区）
○障害児・者の居場所、ひきこもり児・者等の居場所支
援プロジェクト（垂水区）

○わがまちが被災した際に迅速な対応ができるよう災
害用資機材を配備したいっ！（養父市）

　例えば、兵庫区では
親の仕事などで孤立
した状況にある子ど
もたちを支援する「こ
ども食堂」を運営する
団体の活動を応援す
るために使われます。

赤い羽根ひょうご 検索

し
ょ
う
け
い

ひょうごの福祉

2018 March11 2018 March 10

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



I N F O R M A T I O N

助成金情報 日常的な活動で連携している団体
締切り　平成30年3月31日（土）
●問　●申　【中央助成】日本労働組合総連合会

連帯活動局
　　　　TEL 03-5295-0513
　　　　【地域助成】申請団体・組織が所在・

活動する地方連合会まで
U R L　https://www.jtuc-rengo.or.jp/

大阪帝塚山ロータリークラブ
2018年度社会奉仕基金助成金
社会奉仕活動プロジェクトを応援します。
対　象　大阪、京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀

県内で社会奉仕活動をしており、本
助成を過去4年以内（平成26年6月
以降）に受けたことのない団体

助成額　1団体上限40万円（合計3団体）
締切り　平成30年4月30日（月・祝）
●問　●申　大阪帝塚山ロータリークラブ　※問

い合わせはメールのみで受け付け
　　　　（osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
U R L　http://osaka-tezukayama-rc.
　　　　cocolog-nifty.com/

公益財団法人社会貢献支援財団
社会貢献者表彰推薦募集
人々や社会のために貢献された方を①社会貢
献の功績②人命救助の功績③その他の功績
の3つに分けて表彰します。
応募方法　下記ホームページの送信フォームま

たは郵送で推薦書を送付　　　　
※候補者には、年齢・職業・性別・信
条などの制限はありません

締切り　平成30年5月1日（火）必着
●問　●申　公益財団法人社会貢献支援財団
　　　　TEL 03-3502-0910
U R L　http://www.fesco.or.jp/

福祉用具フェスティバル2018
～移動支援機器～
日　程　平成30年3月9日（金）12:00～16:00、

3月10日（土）10:00～15:30
会　場　総合リハビリテーションセンター　

福祉のまちづくり研究所
参加費　無料
●問　　　　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団

福祉のまちづくり研究所
　　　　TEL 078-927-2727

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人木口福祉財団
平成30年度地域福祉振興助成
市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、や
さしく明るく住みやすい地域社会の創造に資
することを目的に、障害者を支援する福祉活動
への助成を行います。
対　象　障害者を支援する福祉活動、ボラン

ティア活動に取り組む団体で平成
29年度に同財団の助成を受けてい
ない団体

助成額　1件上限100万円　※助成対象費用
の80%以内（総額4,500万円の予定）

締切り　平成30年3月13日（火）必着
●問　●申　公益財団法人木口福祉財団
　　　　TEL 0797-21-5150
U R L　http://kiguchi.or.jp/

社会福祉法人NHK厚生文化事業団
第30回「わかば基金」
次の3つの方法でボランティアグループやNPO
の活動を応援します。①支援金部門②リサイク
ルパソコン部門③災害復興支援部門
対　象　地域に根ざした福祉活動を行ってい

るグループ、任意のボランティアグ
ループまたはNPO法人

助成額　①1グループ上限100万円（10グ
ループほどを予定）　　　　　　　
②1グループ上限3台（総数50台ほ
どを予定）　　　　　　　　　　　
③1グループ上限100万円（5グルー
プほどを予定）

締切り　平成30年3月30日（金）必着
●問　●申　 NHK厚生文化事業団
　　　　TEL 03-3476-5955
U R L　https://www.npwo.or.jp/

日本労働組合総連合会
連合・愛のカンパ
NGO・NPO団体などの事業・プログラムへの
支援、および自然災害などによる被災者に対す
る救援・支援を目的に助成を行います。
対　象　【中央助成】連合の構成組織の推薦

があり、国内外で救援・支援活動に
取り組んでいるNGO・NPO団体　
【地域助成】地方連合会の推薦があ
り、連合組合員およびその家族、ある
いは退職者が、積極的に運営に参加
している団体、または地方連合会が

4月

ひょうごボランタリー基金助成
事業報告会・ひょうごボランタ
リー地域づくりネットワーク会議
◆クリスタルホール
介護支援専門員施設職員版研
修（Ａコース）　　　　　　　　
◆神戸ファッションマート
地域福祉政策研究会（第４回）
◆県福祉センター
「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーン推進協議会幹事会
◆県福祉センター
第３回若年性認知症支援担当
者研修　　　　　　　　　　
◆県福祉センター
地域とともに進める生活支援全
県フォーラム　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館
第２回福祉の就職総合フェア
ｉｎ ＨＹＯＧＯ　　　　　　　
◆神戸国際展示場２号館
災害福祉支援フォーラム　　　
◆クリスタルホール
第６回ひょうご中間支援団体
ネットワーク意見交換会　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
介護支援専門員施設職員版研
修（Ｂコース）　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館
県社協 第２５２回理事会　 　
◆県福祉センター
第２回ひょうごボランタリープラ
ザ運営協議会　　　　　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
福祉のオシゴトはじめてガイダ
ンス　　　　　　　　　　　
◆ハローワーク神戸
県社協 第１９３回評議員会　 　　　
◆県福祉センター
介護支援専門員更新研修Ｂ・再
研修　　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
介護支援専門員 専門研修課程
Ⅰ・研修研修Ａ（前期）　　　　
◆県社会福祉研修所ほか

行事予定
3月

研修・イベント

1日

1日・2日

2日

7日

8日

9日

10日

12日

13日

13日・14日

15日

16日

19日

28日

4日～

16日～

募　集

猪名川町
静思館

3月は
「自殺対策強化月間」だよ！

3月は
「自殺対策強化月間」だよ！

P2

生活困窮者自立支援制度施行から3年 
制度改正と支援の現状

特集

P9

P10

P12

福祉トピックス
地域福祉ホットニュース
ひょうごの福祉NOW
インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」広がれ！全県キャンペーン

P8 みんなでつくるひょうごの福祉
民生委員制度創設100周年・
児童委員制度創設70周年記念
兵庫県民生委員児童委員大会
を開催

私の物語
日本の質の高い介護にあこがれて
ステファニ ディアナ シウィナンティさん（宝塚市）

3
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成30年3月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：吉本 知之　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●
ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
 第
805号

　
●
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
 兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
651-0062　

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
2丁
目
1番
1号
　
TEL 078（

242）4633　
FAX 078（

242）4153
平
成
30年

3月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
定
価
150円

　
昭
和
27年

4月
7日
第
３
種
郵
便
物
承
認
　
●
発
行
人
　
吉
本
 知
之
　
●
編
集
人
　
隅
田
  昇
次
　
●
U
RL　

w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/


